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［2面］臨時福祉給付金 未申請の方へ勧奨通知を再度送付、介護保険・国保・後期高齢 保険料の納付をお

忘れなく ［3面］奨学資金の貸付 ［7面］都営住宅(江東区割当)・区営住宅・高齢者住宅の入居者募集

今号の
主な内容

11 21

平成27年(2015年)

自
治
功
労
者

(

人
)

37

附
属
機
関
委
員
︵
�
人
︶

積

田

喜

一

行
政
相
談
委
員

町
会
・
自
治
会
長
︵

人
︶

14

三

嶽

智

海

(
元
)
森
下
一
丁
目
町
会
長

松

本

敏

夫

(
元
)
森
下
三
丁
目
町
会
長

黒

澤

泰

夫

三
好
三
丁
目
町
会
長

伊

藤

眞

成

(
元
)
白
河
一
丁
目
町
会
長

石

山

博

古
石
場
二
丁
目
町
会
長

山

口

浩

フ
ァ
ミ
ー
ル
浜
園
町
会
長

中

川

武

塩
浜
公
社
自
治
会
長

山

本

洲

也

(
元
)
枝
川
二
・
三
丁
目
町
会

長

木

下

満

春

公
社
あ
け
ぼ
の
自
治
会
長

遠

藤

昇

(
元
)
石
島
町
会
長

村

田

愛

子

亀
戸
三
丁
目
三
和
町
会
長

田

中

龍

三

(
元
)
イ
ト
ー
ピ
ア
東
大
島
マ

ン
シ
ョ
ン
自
治
会
長

大
澄
大
一
郎

東
砂
五
丁
目
町
会
長

中

山

利

夫

(
元
)
南
砂
住
宅
二
号
棟
自
治

会
長

町
会
・
自
治
会
副
会
長
︵

人
︶

16

根

本

三

郎

(
元
)
清
澄
一
丁
目
町
会
副
会

長

髙

橋

晴

夫

清
澄
三
丁
目
南
町
会
副
会
長

眞

尾

茂

清
澄
三
丁
目
北
部
町
会
副
会

長

吉

野

芳

明

清
澄
三
丁
目
北
部
町
会
副
会

長

矢

野

清

和

森
下
四
丁
目
町
会
副
会
長

鈴

木

憲

雄

森
下
四
丁
目
町
会
副
会
長

横

地

昌

巳

ク
リ
オ
レ
ジ
ダ
ン
ス
東
京
自

治
会
副
会
長

伴
田
美
稚
子

扇
橋
一
丁
目
町
会
副
会
長

櫛

田

隆

春

住
吉
二
丁
目
町
会
副
会
長

宮

聰

仲

住
吉
二
丁
目
町
会
副
会
長

山

村

喜

芳

東
陽
五
丁
目
西
町
会
副
会
長

星

義

康

亀
戸
三
丁
目
東
町
会
副
会
長

齊

庸

一

亀
戸
六
丁
目
東
町
会
副
会
長

河

野

藤

男

亀
戸
九
丁
目
町
会
副
会
長

日

髙

明

治

都
営
大
島
九
丁
目
自
治
会
副

会
長

加

藤

彰

久

(
元
)
北
砂
三
丁
目
町
会
副
会

長

女
性
団
体
副
会
長
︵
�
人
︶

山

野

敏

子

北
砂
三
丁
目
母
の
会
副
会
長

投
票
管
理
者
及
び
投
票
立
会
人

︵
�
人
)

木

野

哲

明

投
票
管
理
者
及
び
投
票
立
会

人

神

原

京

進

同

土

田

榮

久

同

森

田

愛

子

同

糸
井
喜
一
郎

投
票
立
会
人

教
育
関
係
功
労
者

(

人
)

13

区
立
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
︵

人
︶

11

中

谷

篤

史

深
川
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

利
根
川
大
樹

臨
海
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

山

﨑

友

也

(
元
)
数
矢
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長

田

中

幸

美

(
元
)
扇
橋
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長

稲
野
邉
正
一

豊
洲
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

古

賀

英

臣

(
元
)
第
三
大
島
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長

高

橋

和

代

(
元
)
第
五
大
島
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長

増

子

良

男

第
七
砂
町
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長

福

山

憲

治

(
元
)
小
名
木
川
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長

笹

井

隆

一

深
川
第
六
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長

小
久
保
栄
一

(
元
)
第
四
砂
町
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長

文
化
・
体
育
団
体
長
︵
�
人
︶

髙

庭

英

夫

(
元
)
江
東
区
ク
レ
ー
射
撃
連

盟
会
長

森

下

順

一

江
東
区
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
協
会

会
長

商
工
業
関
係
功
労
者

(
�
人
)

産
業
連
盟
副
会
長
︵
�
人
︶

竹

口

友

章

東
京
都
江
東
産
業
連
盟
副
会

長

社
会
福
祉
関
係
功
労
者

(
�
人
)

民
生
委
員
・
児
童
委
員
︵
�
人
︶

奈

須

偉

次

民
生
委
員
・
児
童
委
員

長

澤

寛

子

同

保
護
司
︵
�
人
︶

谷

滿

雄

保
護
司

元

村

早

苗

同

身
体
障
害
者
相
談
員
及
び
知
的
障

害
者
相
談
員
︵
�
人
︶

夏

梅

照

子

知
的
障
害
者
相
談
員

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
︵
�
人
︶

清

水

篤

重

平
二
年
輪
会
会
長

水

毛

修

三

浜
一
ク
ラ
ブ
会
長

青

木

保

大
島
四
丁
目
長
寿
会
会
長

障
害
者
団
体
長
︵
�
人
︶

藤

村

�

子
江
東
区
障
害
児
・
者
の
生
涯
保
障
を
め

ざ
す
親
の
会
｢か
た
く
り
の
花
｣会
長

防
災
・
防
犯
・
交
通
安
全
功
労
者

(
	
人
)

消
防
団
分
団
長
︵
�
人
︶

赤

澤

光

幸

深
川
消
防
団
分
団
長

本

橋

定

彦

城
東
消
防
団
分
団
長

災
害
協
力
隊
長
︵
�
人
︶

松

島

和

光

東
大
島
ハ
イ
ラ
イ
ズ
自
治
会

災
害
協
力
隊
長

熊

山

正

視

東
砂
七
丁
目
舟
入
団
地
自
治

会
災
害
協
力
隊
長

保

科

明

正

東
砂
八
丁
目
協
和
団
地
自
治

会
災
害
協
力
隊
長

防
犯
・
防
火
防
災
・
交
通
安
全
協

会
副
会
長
︵
�
人
︶

堀

清

孝

深
川
交
通
安
全
協
会
副
会
長

秋

山

博

昭

城
東
交
通
安
全
協
会
副
会
長

環
境
・
保
健
衛
生
関
係
功
労
者

(

人
)

14

区
立
学
校
医
及
び
区
立
福
祉
施
設

等
嘱
託
医
︵
�
人
︶

正

木

忠

明

第
六
砂
町
小
学
校
内
科
校
医

荒

木

重

人

南
砂
小
学
校
内
科
校
医

土

橋

雄

介

第
四
砂
町
中
学
校
内
科
校
医

薄

井

健

一

第
六
砂
町
小
学
校
及
び
な
で

し
こ
幼
稚
園
眼
科
校
医

四

方

田

哲

深
川
第
四
中
学
校
歯
科
校
医

髙

地

展

正

第
三
亀
戸
中
学
校
歯
科
校
医

岡

耕

一

第
四
砂
町
中
学
校
歯
科
校
医

淺

野

和

久
深
川
第
六
中
学
校
歯
科
校
医
及

び
白
河
保
育
園
嘱
託
歯
科
医

阪

本

秀

雄

塩
崎
保
育
園
嘱
託
歯
科
医

区
立
学
校
薬
剤
師
︵


人
︶

立

田

髙

幸

水
神
小
学
校
薬
剤
師

林

大

樹

第
一
大
島
小
学
校
薬
剤
師

外

山

和

宏

第
四
砂
町
中
学
校
薬
剤
師

杉

下

一

幸

南
砂
中
学
校
及
び
第
一
亀
戸

幼
稚
園
薬
剤
師

環
境
・
食
品
衛
生
協
会
副
会
長

︵
�
人
)

田

中

福

三

江
東
区
食
品
衛
生
協
会
副
会

長

特
別
功
労
者

(


人
)

宇
佐
美
芳
衛

多
年
地
域
自
治
の
振
興
に
貢

献

加

瀬

三

二

同

中

沢

正

夫

多
年
地
方
自
治
の
育
成
発
展

に
貢
献

佐

藤

哲

章

多
年
地
方
行
政
の
振
興
に
貢

献

江東区において、多年にわたり地域社会の発展や区政の

進展等にご尽力いただいた方々の功績をたたえる｢区政功

労者表彰式｣が11／3(火・祝)文化の日に、ホテルイースト21

東京(東陽6-3-3)で行われました。

区政功労者の表彰を受けられた方々をご紹介します(順

不同・敬称略)。
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消
費
税
率
の
引
上
げ
に
伴
う
負
担

の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
︑
所
得
の

低
い
方
に
︑
臨
時
福
祉
給
付
金
�
千

円
を
支
給
し
て
い
ま
す
︒

区
で
は
︑
す
で
に
対
象
と
な
る
可

能
性
の
あ
る
方
へ
申
請
書
を
送
付
し

ま
し
た
が
︑

月

日
時
点
で
到
着

11

12

が
確
認
で
き
て
い
な
い
方
に
︑
申
請

書
を
再
度
送
付
し
ま
す
︒
す
で
に
申

請
書
を
提
出
さ
れ
た
方
に
も
︑
行
き

違
い
で
届
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
︑

ご
了
承
く
だ
さ
い
︒

給
付
金
の
支
給
は
お
ひ
と
り
�
回

の
み
で
す
︒
ま
た
︑
申
請
書
が
届
い

て
も
対
象
外
と
な
る
場
合
や
︑
課
税

状
況
等
に
よ
り
申
請
書
が
届
か
な
い

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
︑
不
明
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
︑
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

申
請
期
間
は

月

日
︵
月
︶
ま
で

12

28
申
請
書
の
提
出
期
間
は
︑

月
12

28

日
︵
月
︶
︵
消
印
有
効
︶
ま
で
で
す
︒

期
間
内
に
申
請
書
を
提
出
さ
れ
な
い

場
合
は
︑
給
付
金
の
支
給
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
︑
お
早
め
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
︒

臨
時
福
祉
給
付
金
は
︑
申
請
か
ら

振
込
み
ま
で
に
�
～
�
か
月
ほ
ど
か

か
り
ま
す
︒
※
申
請
さ
れ
た
方
の
中

で
︑
審
査
に
お
時
間
が
か
か
る
方
も

い
ま
す
︒
ま
た
︑
申
請
が
短
期
間
に

集
中
し
た
場
合
は
︑
さ
ら
に
お
時
間

を
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
︑

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
︒

臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
を
装
っ

た
振
り
込
め
詐
欺
等
に
ご
注
意
を

区
が
皆
さ
ん
に
次
の
よ
う
な
お
願

い
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

○
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
︵
現
金
自
動
預
払

機
︶
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と

○
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
︑
区

か
ら
の
給
付
金
を
振
り
込
ん
で
も

ら
う
こ
と

○
給
付
の
た
め
に
メ
ー
ル
で
の
手
続

き
や
手
数
料
な
ど
の
振
込
み
を
お

願
い
す
る
こ
と

区
や
厚
生
労
働
省
等
の
職
員
を
名

乗
っ
て
︑
自
宅
へ
の
訪
問
や
不
審
な

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
場
合
は
︑
迷

わ
ず
最
寄
り
の
警
察
署
︑
ま
た
は
警

察
相
談
電
話
︵
＃
�
�
�
�
︶
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
︒

区
役
所
�
階
に
相
談
窓
口
を
開
設

▢場
区
役
所
�
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ

ー
ル
﹇
受
付
時
間
﹈
午
前
�
時
～
午
後

	
時

分
︵
土
・
日
曜
︑
祝
日
︑
年
末

15

年
始
を
除
く
︶

※
水
曜
は
午
後


時
ま
で

※
な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
︒

※
申
請
終
了
間
近
は
︑
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
︑
ご
了
承
く
だ
さ
い
︒

▲申請書が入った封筒

介
護
保
険
料
は
︑
皆
さ
ん
が
要
支

援
・
要
介
護
状
態
に
な
っ
た
時
に
利

用
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
に

充
て
ら
れ
る
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て

い
ま
す
︒
保
険
料
を
納
期
限
か
ら
�

年
以
上
納
め
な
い
で
い
る
と
︑
滞
納

期
間
に
応
じ
て
︑
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
際
に
利
用
者
負
担
が
�
割

に
引
き
上
げ
ら
れ
︑
高
額
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
が
支
給
さ
れ
な
く
な
る
給
付

制
限
の
措
置
が
と
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
︒

介
護
認
定
率
は
年
齢
と
と
も
に
上

昇
し
︑

歳
以
上
に
な
る
と
︑
�
人

75

に
�
人
が
介
護
認
定
を
受
け
て
お
り
︑

多
く
の
方
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
︒

給
付
制
限
の
措
置
が
と
ら
れ
た
場

合
︑
介
護
度
が
要
介
護
	
の
方
で
は

利
用
者
負
担
額
が
月
額
最
大

万
円

10

区
政
運
営
を
支
え
る
特
別
区
税
の

安
定
確
保
と
納
期
内
納
税
者
と
の
公

平
性
維
持
の
た
め
︑
税
の
滞
納
に
対

し
て
徴
収
対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す
︒

月
は
﹁
オ
ー
ル
東
京
滞
納
Ｓ
Ｔ

12
Ｏ
Ｐ
強
化
月
間
﹂
と
位
置
づ
け
︑
東

京
都
や
都
内
全

区
市
町
村
と
と
も

62

に
連
携
し
て
徴
収
対
策
を
集
中
的
に

実
施
し
ま
す
︒

文
書
催
告
・
電
話
催
告
・
訪
問

勧
奨
の
強
化

滞
納
者
に
催
告
文
書
の
発
送
や
夜

間
・
休
日
の
電
話
催
告
を
実
施
し
ま

す
︒
ま
た
︑
徴
収
嘱
託
員
が
平
日
昼

間
の
ほ
か
夜
間
や
土
・
日
曜
︑
祝
日

に
訪
問
し
︑
納
付
勧
奨
等
を
行
い
ま

す
︒

滞
納
処
分
の
強
化

文
書
催
告
や
電
話
催
告
な
ど
で
自

主
的
に
納
付
す
る
よ
う
促
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
︑
滞
納
を
放
置
し
て
い

る
方
に
は
︑
法
律
に
基
づ
き
財
産

以
上
の
負
担
増
と
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
︒

納
め
忘
れ
に
ご
注
意
を

年
金
受
給
額
が
年
間

万
円
以
上

18

の
方
は
原
則
と
し
て
特
別
徴
収
︵
年

金
天
引
︶
に
よ
る
納
付
と
な
り
ま
す

が
︑
江
東
区
に
転
入
さ
れ
た
方
や
65

歳
に
到
達
さ
れ
た
方
は
︑
お
お
よ
そ

半
年
か
ら
�
年
間
は
普
通
徴
収
︵
納

付
書
・
口
座
振
替
払
い
︶
に
よ
る
納

付
と
な
り
ま
す
︒
ま
た
特
別
徴
収
の

方
も
�
月
の
住
民
税
の
確
定
後
に
所

得
額
や
世
帯
の
課
税
状
況
に
変
更
が

あ
り
︑
年
間
保
険
料
も
変
更
に
な
っ

た
場
合
︑
普
通
徴
収
に
よ
る
納
付
が

発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
︒
普
通

徴
収
分
の
保
険
料
の
納
め
忘
れ
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
︒

未
納
の
保
険
料
が
あ
る
方
は

ご
相
談
を

納
付
が
困
難
な
場
合
は
︑
分
割
納

付
等
の
納
付
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
︒▢問

介
護
保
険
課
資
格
保
険
料
係

☎
(
�
�
�


)
�
�
�
�

国
民
健
康
保
険
料
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
を
滞
納
す
る
と

徴
収
嘱
託
員
・
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
平
日
・
夜
間
・
休
日
等
の
訪

問
・
電
話
催
告
の
実
施
を
し
て
い
ま

す
︒
ま
た
︑
特
別
の
事
情
が
な
く
滞

納
が
続
く
と
財
産
の
差
し
押
さ
え
等

の
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す
︒
一
括
の

支
払
い
が
困
難
な
場
合
や
災
害
な
ど

や
む
を
得
な
い
事
情
で
支
払
え
な
い

場
合
は
分
納
・
減
免
の
ご
相
談
を
お

受
け
し
て
い
ま
す
︒
未
納
に
す
る
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
︒

▢問
医
療
保
険
課
滞
納
整
理
係

☎
(
�
�
�


)
�
�


�

℻

(
�
�
�


)
�
�
�
�

︵
預
貯
金
・
給
与
等
の
債
権
︑
不
動

産
︑
自
動
車
等
の
動
産
な
ど
︶
の
差

押
等
の
滞
納
処
分
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
︒
納
税
課
で
は
︑
滞
納

を
解
消
す
る
手
段
と
し
て
差
押
を
強

化
し
て
お
り
︑
勤
務
先
や
取
引
先
︑

取
引
金
融
機
関
な
ど
の
調
査
を
進
め

て
い
ま
す
︒
今
年
度
は
す
で
に
約
�
︑

	
�
�
件
の
差
押
を
行
う
な
ど
︑
滞

納
処
分
を
順
次
実
施
し
て
い
ま
す
︒

未
納
を
放
置
す
る
こ
と
な
く
︑
早

急
に
納
付
す
る
か
︑
納
付
が
困
難
な

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
︒

捜
索
・
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
の
実
施

分
納
誓
約
を
守
ら
な
い
︑
ま
っ
た

く
連
絡
が
な
い
︑
財
産
が
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
申
告
を
怠
っ
て
い
る
な
ど

悪
質
な
滞
納
者
に
は
︑
自
宅
や
事
業

所
を
強
制
調
査
す
る
﹁
捜
索
﹂
や
﹁
タ

イ
ヤ
ロ
ッ
ク
﹂
を
実
施
し
ま
す
︒

納
税
環
境
の
整
備

区
で
は
︑
納
付
し
や
す
い
環
境
の

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
︒
従
来

か
ら
の
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
納
付
の
ほ
か
︑
金
融
機
関

の
ペ
イ
ジ
ー
対
応
Ａ
Ｔ
Ｍ
︑
携
帯
電

話
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
︑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ

ン
グ
に
よ
る
納
付
も
可
能
で
す
︒
今

後
と
も
納
税
環
境
の
整
備
に
努
め
て

い
き
ま
す
の
で
︑
納
税
の
ご
協
力
と

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
︒

﹇
特
別
区
民
税
の
納
付
﹈

納
税
課
収
納
推
進
係

☎
(
�
�
�


)
�
�
�
�

﹇
特
別
区
民
税
の
納
付
相
談
・
平
日

夜
間
電
話
相
談
﹈

納
税
課
徴
収
係

☎
(
�
�
�


)
�
�
	
�

﹁
税
に
つ
い
て
の
作
文
﹂
︑
﹁
税
の

標
語
﹂
は
︑
租
税
教
育
の
一
環
と
し

て
中
学
生
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま

す
︒
今
年
も
た
く
さ
ん
の
応
募
が
あ

り
︑
審
査
の
結
果
︑
江
東
区
長
賞
な

ど
︑
各
賞
が
決
定
し
ま
し
た
︒
江
東

区
長
賞
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
︒

〇
税
に
つ
い
て
の
作
文

深
川
第
四
中
学
校

久
保
田
美
苗
さ
ん

亀
戸
中
学
校

鈴
木
月
海
さ
ん

〇
税
の
標
語

深
川
第
三
中
学
校

宮
本
幸
汰
く
ん

第
二
砂
町
中
学
校

秋
葉
み
れ
い
さ
ん

▢問
納
税
課
納
税
管
理
係

☎
(
�
�
�


)
�
�
�
�

臨時福祉給付金の問合先

※いずれも通話料がかかります

〇江東区臨時福祉給付金コールセンター
☎0570-08-9292

きゅうふきゅうふ

［IP電話等でつながらない場合］☎6832-7715

(9：00〜17：15(土・日曜、祝日、年末年始を除

く))

〇厚生労働省の相談窓口(専用ダイヤル)
☎0570-037-192

(9：00〜18：00※12／21(月)以降は平日のみ)

特別区民税の納付が困難

な方を対象に、平日夜間の

臨時納付電話相談を開設し

ます。日中の来庁や電話相

談が難しい場合には、ぜひ

この機会にご利用ください

▢時 11／27(金)、30(月)〜

12／2(水)17：00〜19：00

平日夜間電話相談平日夜間電話相談
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▢時
日
時

▢場
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所

▢集
集
合

▢人
対
象
・
定
員

▢費
費
用

▢内
内
容

▢師
講
師

▢保
一
時
保
育

▢締
締
切
日

▢申
申
込

▢問
問
合
先

▢
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▢ｅ
Ｅ
メ
ー
ル

HP

区議会では、本会議等のインターネット中継(生中継・録画中継)を区議会ホームページにて配信しています。次回の本会議は、11／25(水)・26(木)、12／14

(月)に開かれる予定です。ぜひご覧ください▢問区議会事務局調査係☎3647-3548

月
�
日
の
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
に

12
ち
な
み
︑
Ｈ
Ｉ
Ｖ
即
日
検
査
を
実
施

し
ま
す
︒
名
前
を
伝
え
ず
に
受
け
ら

れ
る
の
で
安
心
で
す
︒
ま
た
︑
相
談

も
実
施
し
て
い
ま
す
︒

所
要
時
間
は
�
時
間
前
後
で
︑
結

果
は
当
日
に
口
頭
で
お
知
ら
せ
し
︑

診
断
書
や
証
明
書
は
発
行
し
ま
せ
ん
︒

ま
れ
に
判
定
保
留
と
な
る
場
合
が
あ

り
︑
そ
の
際
は
結
果
判
明
ま
で
�
週

間
程
度
か
か
り
ま
す
︒
な
お
︑
感
染

を
心
配
す
る
よ
う
な
行
動
か
ら

日
90

以
上
経
過
し
た
後
で
な
い
と
正
し
い

結
果
が
出
な
い
た
め
︑
ご
注
意
く
だ

さ
い
︒

▢時

月
�
日
︵
木
︶
午
後
�
時
～

12

�
時

▢場
深
川
南
部
保
健
相
談
所
�
階

︵
枝
川
�
︱

�
︱

︱

�
	
�
︶

▢人

15

人
︵
先
着
順
︶

▢費
無
料

70
▢申
当
日
直
接
会
場
へ

※
即
日
検
査
以
外
に
も
月
�
回
程
度
︑

城
東
保
健
相
談
所
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
梅
毒

・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
抗
体
検
査
︵
結
果
は

�
週
間
後
︶
を
匿
名
・
無
料
で
実
施

し
て
い
ま
す
︒
詳
細
は
区
報

日
号

21

︵
今
号
は


面
︶
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

月

日
～

月

日
は
東
京
都

11

16

12

15

エ
イ
ズ
予
防
月
間

平
成

年
︑
東
京
都
で
は
新
た
に

26

�
�
�
件
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
エ
イ

ズ
患
者
数
が
報
告
さ
れ
︑
過
去
�
番

目
に
多
い
数
値
と
な
り
ま
し
た
︒
年

区
で
は
︑
都
内
ま
た
は
隣
接
県
内

の
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
等
に

進
学
を
希
望
す
る
中
学
�
年
生
で
︑

勉
学
意
欲
が
あ
り
︑
経
済
上
の
理
由

か
ら
修
学
が
困
難
な
方
に
︑
奨
学
資

金
を
お
貸
し
し
ま
す
︒

▢人
江
東
区
内
に
引
き
続
き
�
年
以

上
居
住
し
て
い
る
中
学
�
年
生
で
︑

同
種
の
奨
学
金
を
他
か
ら
借
り
な
い

方
︵
併
願
可
︶

人
90

﹇
貸
付
額
﹈

○
学
資
金
：
国
公
立
は
年
額

万



千
円
︑
私
立
は
年
額

万


千
円

33

○
入
学
準
備
金
︵
入
学
時
︶
：
国
公

立
は
�
万
円
︑
私
立
は

万
円

10

﹇
返
還
期
間
﹈
卒
業
後
︑
半
年
据
え
置

い
て
か
ら
︑

年
以
内
で
返
還
︵
無

10

利
子
︶

﹇
奨
学
生
の
決
定
﹈
江
東
区
奨
学
資
金

貸
付
審
査
会
の
審
査
を
経
て
決
定

▢締

月
�
日
︵
金
︶

12

▢申
在
学
す
る
中
学
校
に
申
込
︵
区

外
中
学
校
に
在
学
の
方
は
︑
区
教
育

委
員
会
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
︶

▢問
担
任
の
先
生
ま
た
は
庶
務
課
庶

務
係

☎
(
�


�
�
)

�
�
	

齢
別
に
み
る
と
︑
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
は

～

歳
代
の
若
者
に
多
く
︑
発
症

20

30

し
て
初
め
て
感
染
に
気
づ
い
た
エ
イ

ズ
患
者
は

～

歳
代
の
働
き
盛
り

30

40

の
年
代
に
多
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
︒

エ
イ
ズ
は
早
期
治
療
に
よ
り
症
状
を

抑
え
ら
れ
る
一
方
︑
発
症
す
る
ま
で

自
覚
症
状
が
な
く
︑
感
染
に
気
づ
き

に
く
い
病
気
で
す
︒
感
染
予
防
の
た

め
︑
早
期
治
療
の
た
め
に
は
︑
エ
イ

ズ
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
つ

け
︑
積
極
的
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
︒

▢問
保
健
予
防
課
感
染
症
対
策
係

☎
(
�


�
�
)
�
�
�


﹇
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
重
点
﹈

〇
こ
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
〇
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

〇
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

〇
飲
酒
運
転
の
根
絶

〇
違
法
駐
車
対
策
の
推
進

交
差
点
で
の
交
通
事
故
が
多
発
し

て
い
ま
す
︒
信
号
が
青
で
あ
っ
て
も
︑

車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
と
目
を
合
わ
せ

︵
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
︶
︑
し
っ
か
り
と

安
全
を
確
認
し
て
か
ら
道
路
を
渡
り

ま
し
ょ
う
︒

こ
ど
も
は
大
人
の
真
似
を
し
ま
す
︒

こ
れ
か
ら
創
業
を
予
定
さ
れ
る
方

は
︑
区
の
﹁
特
定
創
業
支
援
事
業
﹂

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
︒
創
業
に
必
要

な
﹁
経
営
﹂
﹁
財
務
﹂
﹁
人
材
育
成
﹂

﹁
販
路
開
拓
﹂
に
関
す
る
知
識
を
修

得
し
た
上
で
︑
事
業
に
着
手
す
る
こ

と
に
よ
り
︑
安
定
し
た
事
業
の
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
︒

特
定
創
業
支
援
事
業
を

受
け
る
メ
リ
ッ
ト

〇
登
録
免
許
税
が
半
額
に

現
に
︑
事
業
主
で
な
い
︵
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
や
無
職
︶
方
が
新
た
に
江
東

区
内
で
株
式
会
社
を
設
立
す
る
場
合
︑

登
録
免
許
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
︒
※

既
に
事
業
を
開
始
さ
れ
て
い
る
方
︑

事
業
主
で
あ
る
方
が
新
た
に
事
業
を

始
め
る
場
合
等
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
︒

〇
借
入
れ
保
証
枠
の
拡
充

信
用
保
証
協
会
を
利
用
す
る
場
合
︑

保
証
限
度
額
が
増
額
さ
れ
ま
す
︒

〇
利
子
を
全
額
補
給

区
の
創
業
支
援
資
金
を
利
用
す
る

場
合
︑
当
初
�
年
間
利
子
を
全
額
補

給
し
ま
す
︒

そ
の
他
の
さ
ま
ざ
ま
な

創
業
支
援

﹇
創
業
計
画
書
作
成
支
援
﹈

▢時
随
時
︵
区
役
所
の
創
業
相
談
・

税
務
相
談
・
労
務
相
談
日
に
実
施
︶

▢場
区
役
所
�
階

▢費
無
料

▢内
事
業
計
画
書
を
区
の
相
談
員
と

作
成
し
な
が
ら
︑
個
別
に
﹁
経
営
﹂

﹁
財
務
﹂
﹁
人
材
育
成
﹂
﹁
販
路
開
拓
﹂

に
つ
い
て
学
び
ま
す
︒

﹇
こ
う
と
う
創
業
支
援
塾
﹈・﹇
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
﹈

▢時
冬
期
︵
予
定
︶

▢場
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
︵
青
海
�
︱

�
︱

︶
10

▢費
有
料

▢内
集
団
形
式
の
セ
ミ
ナ

ー
︒
全
�
回
ま
た
は

回
︵
日
曜
日

の
午
後
︑
�
日
あ
た
り
�
回
︶
﹇
主

催
﹈
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ

﹇
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
﹈

▢時
�
～
�
月
︵
予
定
︶

▢場
産
業
会
館
︵
東
陽
�
︱

�
︱

︶
18

▢費
無
料

▢内
集
団
形
式
の
セ
ミ
ナ

ー
︒
全
�
回
︵
土
曜
日
の
午
後
︑
�

日
あ
た
り
�
回
︶
﹇
主
催
﹈
日
本
政
策

金
融
公
庫
江
東
支
店

▢問
経
済
課
融
資
相
談
係

☎
(
�


�
�
)
�
�
�
�

信
号
無
視
や
横
断
禁
止
場
所
の
横
断

な
ど
︑
大
人
の
交
通
ル
ー
ル
違
反
を

こ
ど
も
た
ち
は
よ
く
見
て
い
ま
す
︒

大
人
が
き
ち
ん
と
交
通
ル
ー
ル
を
守

る
姿
を
見
せ
る
こ
と
で
︑
こ
ど
も
の

交
通
事
故
防
止
に
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
︒

年
末
は
交
通
渋
滞
や
交
通
事
故
が

発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
︒
歩
行
者
︑

自
転
車
利
用
者
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
︑
誰

も
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
︑
道
路
を

安
全
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
︒

▢問
交
通
対
策
課
交
通
係

☎
(
�


�
�
)
�
�
�
�

深
川
警
察
署
交
通
総
務
係

☎
(
�


�
�
)
	
�
�
	

城
東
警
察
署
交
通
総
務
係

☎
(
�




)
	
�
�
	

東
京
湾
岸
警
察
署
交
通
総
務
係

☎
(
�
�
�
	
)
	
�
�
	

※
結
果
は
︑
実
行
委
員
会
に
て
内
容

を
検
討
・
調
整
の
う
え
決
定
し
︑
�

月
中
旬
に
連
絡
し
ま
す
︒

▢申
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

仮
事
務
所
お
よ
び
区
内
各
施
設
に
あ

る
募
集
案
内
︵
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
入
手
可
︶
の
企
画
書
に
記
入
し
︑

〒

︱

東
陽
�
︱

︱

�
︵
江
東

135

0016

11

区
文
化
セ
ン
タ
ー
内
︶
男
女
共
同
参

画
推
進
セ
ン
タ
ー
仮
事
務
所
へ
郵
送
︑

フ
ァ
ク
ス
︑
メ
ー
ル
ま
た
は
窓
口
で

☎
(
�


�
�
)
	
�
�
�

℻

(
�


�
�
)
	
�
�
	

▢ｅ
0
5
5
2
0
1
@
c
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o
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平
成

年

月

日
︵
日
︶
に
開

28

11

催
す
る
﹁
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ

ム
﹂
の
企
画
︵
講
演
会
・
学
習
講
座

・
展
示
な
ど
︶
を
募
集
し
ま
す
︒
フ

ォ
ー
ラ
ム
は
日
ご
ろ
か
ら
男
女
共
同

参
画
の
視
点
を
持
ち
︑
地
域
で
活
動

す
る
学
習
団
体
の
発
表
や
区
民
交
流

の
場
で
す
︒
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
第
一
歩

と
し
て
︑
男
女
と
も
に
生
き
・
創
り

・
支
え
あ
う
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し

ま
し
ょ
う
︒
※
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改

修
工
事
に
伴
い
︑
今
回
は

月
開
催

と
な
り
ま
す
︒

▢締

月

日
︵
金
︶
消
印
有
効

12

25

今
年
度
は
︑
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
の
沢さ

わ

知と
も

恵え

さ
ん
を
お
迎
え
し
︑

ピ
ア
ノ
の
弾
き
語
り
と
ご
自
身
の
経

験
談
等
を
通
し
て
︑
﹁
こ
こ
ろ
と
い

の
ち
﹂
の
大
切
さ
を
感
じ
︑
考
え
る

機
会
と
し
ま
す
︒
皆
さ
ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
︒

▢時

月
�
日
︵
金
︶
午
後
�
時
半

12

～
�
時
半
︵
午
後
�
時
開
場
︶

▢場

江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
︵
東

陽
�
︱

︱

�
︶

▢人
�
	
	
人
︵
先

11

着
順
︶

▢費
無
料

▢内
﹇
こ
ど
も
た
ち

に
よ
る
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
表
﹈

第
二
大
島
小
学
校
︑
亀
高
小
学
校
の

代
表
児
童
﹇
映
画
﹈﹁
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ

ョ
ン
﹂
﹇
う
た
と
講
演
﹈﹁
こ
こ
ろ
の

う
た

い
の
ち
の
う
た
﹂
※
手
話
通

訳
付

▢師
沢
知
恵

﹇
主
催
﹈
江
東
区
︑
江
東
区
教
育
委
員

会
︑
江
東
地
区
人
権
擁
護
委
員
会
﹇
協

賛
﹈
東
京
城
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
︑

東
京
江
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
︑
東

京
ベ
イ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
︑
︵
公

財
︶
東
京
都
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
﹇
後

援
﹈
木
場
公
共
職
業
安
定
所

▢申
当
日
直
接
会
場
へ

▢問
人
権
推
進
課
人
権
推
進
担
当

☎
(
�


�
�
)
�
�


� ▲沢 知恵さん


	112101.pdf
	112102
	112103

